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あらまし：専門人材を育成するための実践的なインターンシッププログラムを実施するためには産学の密

接な関係が重要となる．本研究では実践的インターンシップを実施するにあたって、準備段階から e ポー

トフォリオを活用することによって、事前研修、実施中の振り返り、事後研修における産学連携を支援し

た．本実践結果をもとに、実践的インターンシッププログラムにおける効果的な e ポートフォリオの活

用方法を提案する．
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1. はじめに
大学におけるインターンシップ実施割合は年々高

くなっている．2013 年の文部科学省の調査では，大

学全体の約 7 割が，インターンシップを大学の単位

として認定している(1)．2011 年の中央教育審議会(2)

では，インターンシップにおける地域・産学の連携

の必要性が提示され，インターンシップの充実・深

化が，キャリア教育の体系化という観点からも重要

な政策的課題であることが提示されている．

青山学院大学ヒューマン・イノベーション研究セ

ンター（HiRC）は，文部科学省の平成 25 年度成長

分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事

業に採択され，ソーシャルメディアやモバイルコミ

ュニケーションを有効活用し，次世代インターネッ

トにおける危険・脅威に対応するための基礎能力を

備えた人材育成に取り組んだ．本事業において，イ

ンターンシップは，育成プログラムに参画した学生

が，中核的専門人材としてのアドバンテージをもっ

て，就職活動ならびに就業活動に臨むことができる

ようになる実践的な学習の機会として位置付けてい

る．そこで本研究では，専門家育成プログラム受講

者向けの実践的なインターンシップの産学連携支援

方法について考察する．

2. 研究の目的
2013 年に HiRC が実施した企業，大学キャリアセ

ンター，学生を対象としたインターンシップに関す

る意識調査から 3 者間の連携それぞれに課題がある

ことが明らかになった(3)．(1)待遇や学生の扱い，情

報の不足など企業側に改善が必要な問題．(2)実施時

期と授業との兼ね合いなど，大学と企業の両方で改

善につなげられなければならない問題．(3)インター

ンシップの効果が上がるように，学生の目的意識を

明確にさせるなど，大学と学生個人の課題．そこで

本研究では，実践的インターンシップを実施するに

あたって必要な支援をインターンシップの事前段階，

実施段階，事後段階に分けて考察する．

3. 先行事例の知見
インターンシップについてハンドブックを公開し

ている北米のブリガムヤング大学と，インターンシ

ップに SNS 環境を利用しているオーストラリアの

ロイヤルメルボルン工科大学の事例から産学連携で

考慮すべき点を検討する．

まずブリガムヤング大学には，インターンシップ

に関する取りまとめを行うインターンシップオフィ

スが存在し，インターンシップを実施する意義を大

学、学生、企業の立場から説明し，実施前の研修や

実施中の指導評価についてガイドラインを提出して

いる．インターンシップ実施前のオリエンテーショ

ンでは，履修方法，課題，評価，担当教員との連絡

方法，保険，契約，不測の事態への対応などの説明

をすることがガイドされている．学部や学生と受入

先とは，インターンシップに関する覚書きを交わし，

保管することを義務付けている．インターンシップ

実施期間中は，学部にインターンシップのアドバイ

ザを設置し，受入先に電話をしたり，訪問したり，

学生にインタビューしたりして，インターンシップ

の状況を把握し指導することを推奨している．一方，

受入先企業にも，学生の学習目標を理解し，インタ

ーンシップのアドバイザに学生の出席状況を含め，

定期的にレポートすることが求めている．評価には

2 つのレベルが存在し，(1)アンケート形式で学生自

身が自分の経験を評価するもの，(2)受入企業が実施

中に最低 2 回は学生の活動評価するもの，そして，

学部として全体的な取組について評価を行っている．

学部は，学生への評価，フィードバックのために，

受入先企業と連絡を取るように義務付けている．

次にロイヤルメルボルン工科大学で行われている

ソーシャルメディアを活用したインターンシッププ
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ログラムの概要について説明する．同大学では，イ

ン タ ー ン シ ッ プ と い う 用 語 は 使 わ ず ，

enterprise-learning という表現を使っている(3)．概要

としては，企業での現場での実習時間（週 3－4 時間）

以外にソーシャルメディアで企業とのつながりを持

ち，ネット上で実務経験を得たり，その経験を共有

したりするものである．学内で選考された学生と協

力企業が Yammar というソーシャルメディアでコミ

ュニティを形成し，12 週間にわたり実習を行う．学

生は，大学に授業料を払うが，企業からは賃金は得

ない実践的な学習体験を主としたものとなっている．

学生の活動については，大学側の担当者と企業側の

担当者で評価され，その結果に応じて，単位を得る

ことができる．

先行事例の調査から，産学連携体制を支援するた

めには，インターンシップの事前段階から関係者間

のレディネスを高めることが効果的であると考えら

れる．また評価は，企業，学生，教員それぞれが実

施し，時間の経過とともに蓄積される．省察におい

ては，多段階で実施するのが効果的と考えられる．

本研究では，上記 2 点の支援に e ポートフォリオを

活用し，実践結果をもとに有効性を検証する．

3．研究方法
3.1 調査期間 

本研究では，2014 年 8 月 8 日から 8 月 14 日に実

施する朝日ネット株式会社におけるインターンシッ

プの実践結果をもとに考察を行う．e ポートフォリ

オを利用するのは，インターンシップに関わる企業

担当者 5 名と，資格認定科目の担当教員 3 名，学生

4 名，産学連携を支援するコーディネータ 4 名の合

計 16 名である．e ポートフォリオ利用期間は，イン

ターンシップの事前研修を行う6月25日から事後研

修を行う 9 月 25 日までとした．

本研究では，事前，実施，事後に関係者に意識調

査を行い，期間中の e ポートフォリオの有用性に関

する認識の変化を調査する．また e ポートフォリオ

のアクセス履歴を解析し，特に利用されているデー

タがどのようなものであったかを考察する．

3.2 e ポートフォリオの設定方法 

e ポートフォリオとして利用するのは，朝日ネッ

トの manaba folio とした．manaba folio の設定方法は

以下である．まずインターンシップを科目として登

録し，科目の受講生として学生 4 名を登録する．企

業関係者及び資格認定科目の担当教員を教員として

登録し，コーディネータは補助教員として登録する．

登録した関係者は，プロファイル情報を登録する．

この設定によりインターンシップに参加する学生は，

e ポートフォリオにログインすると資格認定科目の

他にインターンシップ科目が表示される．インター

ンシップが専門家育成プログラムの一環であると認

識する効果が期待される．

企業担当者及びコーディネータは，インターンシ

ップ実施前から，学生のプロファイル情報が閲覧で

きるとともに，事前課題を閲覧することができる．

これらの設定により関係者のインターンシップ実施

に関するレディネスを高める効果が期待される．

3.2 アンケート調査方法 

1986年にDavisが提唱した技術受容モデル(3)では，

ICT の利用行動を説明する上で「知覚された有用性」

と「知覚された使い易さ」という 2 つの信念が重要

であることが指摘されている．そこで e ポートフォ

リオに関する認識調査では，Davis ら調査を参考に

設問１~5 を事前・実施中・事後で実施する．

設問 1：学生のプロフィールを閲覧できることは，

活動に有用である．

設問 2：学生の提出課題を閲覧できることは，活動

に有用である．

設問 3：e ポートフォリオ上での学生と関係者とのや

り取りを閲覧できることは，活動に有用である．

設問 4：教員が e ポートフォリオのメンバにいるこ

とは，活動する上で有用である．

設問 5：キャリア支援の専門家が e ポートフォリオ

のメンバにいることは，活動する上で有用である．

4．研究の結果と今後の課題 
現時点では e ポートフォリオの設定と事前アンケ

ートを実施しただけであるが，発表では，アクセス

履歴を分析し，より詳細な結果を発表したい．本報

告では，コーディネータの支援方法については詳細

な検討はなされなかったが，コーディネータを支援

することが産学連携の協働を促進し，結果としてイ

ンターンシップの質保証に寄与する可能性がある．

今後は，e ポートフォリオの活用方法と共に，コー

ディネータの支援方法についてより詳細な研究を進

める予定である．
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